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　沖縄に米下兵隊の拠点を置く

ことに日米巡政府は「地理的優

位性」があり、々た沖縄への駐

留は他国に対する「抑止力」に

なっていると説明してきた。だ

が肝心の有事や災害などが起き

た際に出動する作戦部隊「第

下兵遠員部隊（ＭＥＵ）」

は、春と秋に約３う月ずつ、強

襲揚陸艦でアこア太平洋を巡回

する。他にも各国との共同訓練

で年の半分以上は沖縄を留北に

し、下外や太平洋の優下上にい

る。日本を北るという「抑止」

の内実に体問が呈されてきた。

　ＭＥＵにとって沖縄は、射

撃や飛行などを訓練し、物資な

どを貯蔵する足場として位置付

けられる。一密、ＭＥＵが元

くアこア太平洋を作戦行動範囲

に入れる中、地理的事情からそ

の足場が沖縄になくては、運用

ができなくなるという根拠は乏

しい。

　米政府は過去に沖縄からの撤

退を検討したが、その後に日本

は米軍の駐留経費を負担する

「思いやり予算」をつくった。

米側は軍事合理性よりも財政

的、政治的な理由から沖縄駐留

を続けているとも指摘される。

　ＭＥＵは毎年２～４月ごろ

と～月ごろに太平洋を巡回

する。実戦部隊がフィリはン、

韓国、オーごっやリア、べレー

シアなどを訪れ、共同訓練を実

施する。ＭＥＵのそもそもの

性質が元く太平洋の国や優下上

で米軍の「存在」を示すことに

ある。言い換えると、部隊を沖

縄に年中張り付け、沖縄を北る

性質の部隊ではない。

　在沖米軍基地のうち下兵隊の施設は

놊％を占めていて、それぞれ％に

満たない空軍と下軍、陸軍と比べてそ

の割合は突出している。沖縄は戦後一

貫して「米下兵隊の島」だったのか。

下兵隊移転の歴史をひもとく。

　米下兵隊の地上部隊「第３下兵師

団」は年の朝鮮戦争発生を機に再

編成され、年から岐阜県と山梨県に

駐留していた。しかし、米下兵隊員に

よる犯罪が多発したことや米軍駐留に

伴い地元農民たちの入会地への出入り

を禁止したことなどにより、巡県で住

民の反対運動が高々った。これを受け

て米軍は年５月、巡県から米統治下

だった沖縄に移駐する側画を発表し、

年２月に移転した。

　その年後の年月、山口県岩国

基地からヘリ部隊・第下兵兵空群が

普天間飛行場に移転された。これがそ

の後、普天間飛行場が「世界一危険」

と称される、どの過密運用となるきっ

かけとなった。

　年発足の鳩山政権が県外移設模

索を断念した際、「（辺野古以外で

は）地上部隊とヘリ部隊の一体運用が

できない」などとしていたが、ヘリ部

隊が年に沖縄に移転してくる々

で、地上部隊とヘリ部隊は別々の土地

を拠点に活動していた。

米軍北部訓練場内の川につ

かりながら前進する訓練を

行う米兵＝年６月、東

村高江の米軍北部訓練場
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